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データ（とプログラム）は天下の回りもの

公開基盤

検索基盤

管理基盤 ❷

❶

❸

解析機能

先行研究のデータを発見。GakuNin RDM の
自分のプロジェクトに取り込む

解析プログラムを開発・実行。
解析結果をプロジェクト内で共有

得られた知見を論文にまとめ、
プログラムとともに公開
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GakuNin RDM データ解析機能
(GakuNin Federated Computing Services)

機関ストレージ標準ストレージ

Launch

②取り込み

①環境定義・共有

③書き戻し

大学等 研究室等

④読み書き
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デモ (1/4)

解析プログラム
(Jupyter Notebook)

データファイル
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デモ (2/4)

❶解析環境を構成

❷計算機を選択して起動！
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デモ (3/4)

❸ファイルがGakuNin RDMから
コピーされている

❹ファイルを読み込んで解析

❺解析結果を ~/result/ に保存

❻書き戻しボタン
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デモ (4/4)

❼解析結果がGakuNin RDMに
書き戻される



8

こんな用途に使えます

• 8

研究

• ご自身の研究のためのデータ分析

公開・共有

• 他の研究者の二次分析に資する
データとプログラムの公開

教育・学習

• 学生たちにデータ分析をさせる
ゼミ・講義・演習など

引き継ぎ

• 先輩の研究環境を後輩が再現し、
研究を継続する



• GakuNin RDM ユーザーに機関ごとに提供され

ます。

データ解析機能

（開発完了）

• 機関の計算機上に GakuNin RDM と連携する解

析環境を構築できます。

外部計算機連携機能

（テスト中）

• 論文・データ・プログラムを含む一連の研究成

果を公開・発見・再利用しやすくなります。

計算再現パッケージ

機能（設計中）

• 暗号化と秘密分散により、機密性の高いデータ

分析にも利用できるようになります。

秘密計算機能

（構想中）
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ご期待ください
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外部計算機連携のバリエーション

機関 研究室等

🅐 🅑 🅒

システム 運用主体 認証方法 同時起動数
ドメイン名＋
サーバ証明書

バックエンド

🅐 BinderHub NII 学認 10個／ユーザ ○ Kubernetes

🅑 BinderHub 機関 学認, OAuth, LDAP, etc. 任意設定 必要 Kubernetes

🅒 JupyterHub 研究室等 OAuth, LDAP, ローカル 1個／ユーザ 不要 Linux VM

⚫ バッチスケジューラやワークフローエンジンを介して利用するスパコン等との連携
も模索中。



導入手続き
• データ解析機能は、GakuNin RDM のオプション機能と

して、機関単位で提供されます。
• 利用機関の情報基盤センター等で初期設定を行うと、そ

の機関に所属するユーザーが利用可能となります。
• 現在 GakuNin RDM を正式利用されている機関の担当者

様に、解析機能の追加についてご案内する予定です。

マニュアル
• https://support.rdm.nii.ac.jp/

お問い合わせ
• 開発・活用に関すること→ cs-support@nii.ac.jp
• 導入手続きに関すること→ rdm_support@nii.ac.jp
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詳しい情報


